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ON PATIENTS WITH URINARY FREQUENCY OR INCONTINENCE
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   A clinical trial with the collaboration of 15 department of  urology  was performed to determine 
the usefulness of terodiline hydrochloride on 99 patients whose chief complaints were of pollakisuria 
or incontinence due to neurogenic bladder, psychogenic disease or chronic cystitis. The patients 
were orally given 24 mg once daily for 4 weeks. 
   The final global improvement rate was 88.5% and the effective rates on subjective symptom 
were; 66.2% for diurnal urinary frequency, 68.0% for nocturnal urinary frequency, 68.8% for urinary 
incontinence and 78.3% for nocturnal enuresis. Even for the cases having mild bladder outlet 
obstructive disease, the clinical effective rates were good. Mild side effects were observed in 10 
patients, which were dry mouth and others. The results obtained from this trial suggest that tero-
diline hydrocloride may be useful for the treatment of urinary frequency and incontinence caused 
by detrusor instability. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 431-439, 1991)
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Fig.L塩 酸 テ ロ ジ リンの構 造 式
安全性も確認されている2).
今回,われわれは頻尿,尿失禁に対する塩酸テロジ























安 野,ほ か:塩 酸 テ ロ ジ リ ン ・頻 尿
4.併用薬剤



















































1つ らくない2時 間に1回 以下1回 以下
2少 しつ らい1時 間に1回 程度2回
30分に1回 とい うこ とが3回3つらい
ある
4と て もつ らい30分 に1回4回 以上
2>尿失禁
程 度 参考(1日 の状態)
監 な し 一
2日 常生活 にやや支障 あ り おむつをあてるほ どで もない
3日 常生活 に支障 あ り おむつをかえる必要がある









総 回収 例 は99例で,そ の うち有 効性 解 析 対 象 例 は96
例 で あ った.除 外3例 は,副 作 用(口 渇 お よ び 咽 頭
痛,イ ライ ラ感,両 手 足 の しび れ 感,各1例)の た め
投 与 中止 した 症 例 で あ り,安 全 性 解 析対 象 例 に の み 加
え た.
2.患 老 の 背 景(Table2)
有 効 性 解 析 の対 象 とな った96例の患 老 背 景 をTable
2に 示 した.入 院外 来 別 に は 外 来86例(89.6%)で,性
別 は男47例(48.9%),女49例(51.1%),年齢 は70歳以
上51例(53.1%)と過 半 数 を 占め,つ い で60歳代 が22
例(22.9%)と高齢 者 が 多 く,平 均年 齢67.6歳で あ っ
た.診 断 別 に は 神経 因性 膀 胱56例(58.3%)神経 性 頻
尿30例(31.3%),慢性 膀 胱 炎6例(6.3%)で,そ の
他萎 縮 膀 胱2例,緊 張 性 尿 失 禁,膀 胱 頸 部 切 除 術 後 が
各1例 で あ った.重 症 度 別 に は 重症14例(14.6%),
中等 症60例(62.5%),軽症21例(21.9%)であ った.
3.投 与 前 自覚症 状 の程 度(Tablc3)
投 与 前 の昼 間 頻尿 の段 階 別 症 状 は,少 しつ らい39例
(41.5%),つらい2王例(22.3%),とて もつ らい8例
(8.5%)で,夜間頻 尿 では とて もつ らいが43例(45.7
0)で,つ らい16例(17。0%),少しつ らい16例(17.0
%)で あ った.尿 失 禁 は,な し46例(48.9%),日常
生活 に や や 支 障 あ り28例(29.8%0),支障 あ り17例
(18.1%),かな り支障 あ り3例(3.2%)で,夜 間 遺
434



















Table3.投与 前 の 自覚症 状














神 経 性 頻 尿30(31.3)



































Table5.層 別 成 績
項 目
罹患年数
著明 改 やや 不 悪




























































































尿 は,な し71例(75.5%),週1回以 下5例(5,3%) ,
2～3日 に1回6例(6.4%),毎 日の よ うに あ る12例
(12.8%)であ った.
4・ 最 終 全 般 改u度(Table4)
著 明 改善25例(26.0%),改善33例(34.4%0),やや











安 野,ほ か:塩 酸 テRシ リ ン ・頻 尿
投与前の自覚症状の段階別症状程度を縦軸に,投与
4週後の症状程度を横軸にとり,1段階以上改善(有






投 与 前 の程 度 が2以 上 の症 例 の結 果 を み る と昼 間 頻
尿64例に お いて,投 与 前1日14.0回が4週 後9.8回 と



































































































































































































































































平 均 ±SD,Mｺ:p<o.oi,噛:p<0.05,NS:有意差 な し




例数 投 与前 投与後4週r一 検 定3段 階改善2段 階改善1段 階改善 不変 改善率



























平均 ±SD,..:p<0.of,申;p<o.os,†:p〈0.1,各症 状U検 定:有 意 差 な し
Table8.副f乍 月=」











Table9.最終 全 般 有 用度
馨鯖て 有用 舗 罐 占も 想 で 全体 有僻
283819 9 29688.5%
やや 有 用19例(19.8%),どち ら と も い え な い9例















塩酸テロジリンは,当 初,狭 心症治療薬 として開
発,発売された薬剤であるが,カ ルシウム拮抗作用な
びに抗コリン作用(抗 ムスカリン様作用)を 有するこ
とか ら,そ の 後膀 胱 に 対 す る特 異 的 薬 理 作 用 が着 目さ
れ る よ うに な って きた.
Hustedら')は,ウサ ギ 摘 出膀 胱 排 尿筋 を用 い,本
剤が 経 壁 電 気刺 激 に よる 収縮 を用 量 依 存的 に ほぼ100
0抑制 す る と 述 べ,西 沢 ら3)は,除 脳 犬 を対 象 に,
pressureflowEMG法を 用 い,本 剤 の,ウ ロタ イ ナ
ミ ノクパ ラ メー タ ーに 及 ぼす 影 響 に つ い て検 討 し,過
活動 性 膀 胱状 態 を抑 制 す る と し,そ の 有 用性 を報 告 し
い る,臨 床 的 に は,1981年Gerstenbergら4)が,18
例 のurgeincontinenceを主 訴 とす る 女 性 患老 に 投
与 し,全 例 に 失 禁 回数 の 減 少 な い しは 消 失,膀 胱 容 量
の増 大 を 認 め た と報 告 して い る.そ の 後,排 尿反 射 過
敏 な どのい わ ゆ るdetrusorinstabilityセこよる頻 尿 ・
尿失 禁 患 老o`対す る二 重 盲 検 比較 試 験 お よび長 期 臨 床
試 験2・5・6)でも,本 剤 の 有用 性 が 示 唆 され てい る.
本 邦 に お い て は,1986,年小 川 ら7)が,detrusor
instabilityに基 づ く頻 尿 一尿失 禁 患 者 を対 象 に本 剤 を
初 め て 試 用 して 以来,小 川 ら8),北田 ら9),石堂 ら10)
が神 経 因 性膀 胱,米 山 らmが 神 経 性 頻 尿,杉 山 ら12)が
慢 性 膀 胱 炎,佐 長 ら13)が前 立 腺 肥 大 症 患老 を主 た る対
象 と し,頻 尿.尿 失 禁 お よび残 尿 感 に 対 し,有 用 で あ
こ とを報 告 して い る.
今 回 わ れ われ は,低 活 動性 膀 胱 や 前 立腺 肥 大症 な ど
の排 尿 困 難 を主 訴 と し て 併せ も つ患 者 を除 外 し た上
で,頻 尿 ・尿失 禁お よび そ の 他 の膀 胱 刺激 症 状 を主 訴
とす る患 者 に対 し,膀 胱 容量 増 加,排 尿 筋 過剰 収 縮 緩
和 を 目的 に本 剤 を投 与 した.
投 与 量 に 関 しては,小 川 ら7・8)が1日12mg,24mg,
48mg投 与 の3群 で の 比 較 検討 を 行 い,全 般 改善 度
判 定 上,12mg群 は効 果 が 劣 って お り,安 全 度 上,
48mg群 は他 の2群 に 比 し,副 作 用 の出 現 率 が有 意 に
高 く,1日24mg投 与 が 望 ま しい と報 告 して い る こ


















































Detrusorinstabilitypこ基 づ く 頻 尿 ・尿 失禁 患 老99
例(う ち 安 全性 のみ 対 象 例3例 を 含 む)を 対 象 に,塩
酸 テ ロジ リン1日24mg,4週 間 経 口投 与 し,以 下 の
結 果 が 得 られ た,
1.最 終 全般 改善 率 は,88.5%であ っ た.
2.自 覚症 状 の改 善 率 は,昼 間 頻 尿66.2%,夜間頻
尿68.o/0,尿失 禁68.8%,夜間遺 尿78.3%であ った.
3.投 与 前 後 の平 均1日 排 尿 回数 は,昼 間 で14.0回
か ら9.8回へ 夜 間 で4.1回 か ら2.6回へ,平 均 尿失
禁 回数 は,4.4回か ら1.1回へ と有 意 に減 少 した.
4。 残 尿10ml未 満 と残 尿10ml以 上100ml未
満 の2群 間 に お い て,症 状 別 改 善 率 に 有 意 差を 認 め
ず,両 群 と もに 良 好 な 成 績 が 得 られ た.
5.副 作 用 は,10例 に み られ た が,う ち8例 は 口渇
で あ り,重 篤 な もの は み られ なか った.
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